
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

豊
田
市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
１
０
日
に
開
会
。
会
期
は
６
月
２
９
日
ま

で
の
２
０
日
間
で
す
。
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
一
般
質
問
で
市
民

の
声
を
も
と
に
市
政
に
提
起
し
ま
す
（
日
程
参
照
）
。
質
問
の
概
要
を
お
伝
え
し

ま
す
。
議
場
で
は
人
数
制
限
の
上
、
傍
聴
が
で
き
ま
す
。 

 

  

 根

本

み

は

る

市

議 

②
就
学
援
助
の
対
象
者
の
考
え
方 

③
保
護
者
へ
の
周
知
と
申
請
方
法 

・
制
度
に
つ
い
て
の
保
護
者
へ
の

周
知
、
申
請
方
法
な
ど
の
改
善 

     

 

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
、
聞
こ
え

の
問
題
と
と
も
に
、
認
知
機
能
低

下
等
の
社
会
生
活
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
の
創
設
が
必
要
と
考
え
ま

す
。 

(

１)

子
ど
も
の
学
習
費
・
給
食

費 

子
ど
も
１
人
に
必
要
な
教
育
費

は
、
年
間
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る
で

し
ょ
う
か
。 

①
文
部
科
学
省
調
査
結
果
に
お
け

る
学
習
費
の
年
間
金
額
の
推
移 

・
平
成
２
４
年
度
～
直
近
ま
で
の
文

部
科
学
省
調
査
結
果
に
お
け
る
年

間
金
額
の
推
移 

②
市
内
小
学
校
・
中
学
校
給
食
費
の

値
上
げ
前
の
年
間
金
額 

・
保
護
者
が
負
担
し
た
値
上
げ
前
の

年
間
給
食
費 

③
給
食
費
値
上
げ
後
の
年
間
金
額

と
増
額
分 

・
値
上
げ
後
（
平
成
３
１
年
度
）

で
は
、
保
護
者
が
負
担
し
た
年
間

給
食
費
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か 

④
給
食
費
値
上
げ
に
よ
る
保
護
者

負
担
増
額
分
の
軽
減
の
考
え 

  
（
２
）
給
食
費
の
公
費
負
担
と

無
料
化 

 

①
食
材
料
費
に
対
す
る
公
費
負
担

の
認
識 

②
給
食
費
無
料
化
の
考
え 

  

（
３
）
就
学
援
助
の
利
用
と 

周
知 

➀
全
児
童
生
徒
数
に
対
す
る
就
学

援
助
利
用
者
の
割
合 

国
の
給
食
費
無
償
化
が
進
ま
な

い
中
、
平
成
２
９
年
度
の
「
学
校

給
食
費
の
無
償
化
等
の
実
施
状

況
」（
文
部
科
学
省
）
の
調
査
で
は
、

全
国
１
７
４
０
自
治
体
の
う
ち
、

７
６
自
治
体
が
小
学
校
・
中
学
校

と
も
学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
施

し
て
お
り
、
４
２
４
自
治
体
が
学

校
給
食
費
の
一
部
無
償
化
、
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
結

果
で
す
。
県
内
で
は
、
安
城
市
、

岩
倉
市
、
扶
桑
町
は
第
３
子
か
ら

の
無
償
を
実
施
、
新
た
に
犬
山
市

も
第
３
子
か
ら
の
無
償
化
や
、
愛

西
市
な
ど
期
間
を
決
め
て
無
償
化

す
る
自
治
体
が
増
え
る
状
況
で

す
。 

（
１
）
難
聴
と
認
知
症
予

防
に
つ
い
て
の
調
査
・

研
究 

①
難
聴
と
認
知
症
予
防
に
つ

い
て
の
国
に
お
け
る
調
査
・
研

究
の
状
況 

 

（
２
）
聴
力
検
査
と
補
聴

器
購
入
助
成
制
度 

 

➀
市
民
の
聴
力
検
査
の
機
会 

②
特
定
健
診
と
あ
わ
せ
た
聴

力
検
査 

③
加
齢
に
よ
る
難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
導
入 

   

 

（
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
） 

 

6月 10日 金 午前10時
11日 土
12日 日
13日 月 午前10時
14日 火 午前10時
15日 水 午前10時
16日 木
17日 金 午前10時
18日 土
19日 日

予算決算委員会・産業建設分科会

予算決算委員会・環境福祉分科会

予算決算委員会・教育社会分科会

予算決算委員会・地域生活分科会

予算決算委員会・企画総務分科会
25日 土
26日 日
27日 月
28日 火 午前10時
29日 水 午前10時

月

予備日

教育社会委員会

午前10時

午前10時

午前10時

20日

21日

22日

23日

24日

午前10時

午前10時

火

水

地域生活委員会

企画総務委員会

木

金

予算決算委員会・意見・採決
討論・採決・閉会

休会
議事整理日

開会

議案質疑・予算決算委員会

産業建設委員会

環境福祉委員会

休会
休会

休会
休会

休会

一般質問
一般質問
一般質問

 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/H300903A/101054/10/1//2/%8B%8B%90%48%94%EF/%96%B3%97%BF/0#hit1


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

憲法９条いかす平和外交を。財源示し消費税５％に 

少人数学級を全学年に。正規雇用ふやす豊田市に 

国政・市政を語るつどい 

にご参加ください 

６月１８日（土）15:30～17:00 

猿投台交流館 多目的ホールにて 

主催は、日本共産党猿投支部・同後援会 

日本共産党豊田市委員会・同後援会 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

ら
。 

 

み
よ
し
市
長
か
ら 

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
も 

  

み
よ
し
市
の
小
山
祐
（
お
や
ま
た

す
く
）
市
長
か
ら
、
市
と
し
て
平
成

２
９
年
に
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

に
市
長
が
署
名
し
た
こ
と
、
今
年
度

は
核
兵
器
廃
絶
や
平
和
の
大
切
さ

へ
の
思
い
を
強
め
「
非
核
平
和
都

市
」
を
宣
言
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
等
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

 

岡
崎
市
内
の
平
和
行
進
で
は
、
中 

 

核
兵
器
の
廃
絶
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
平
和
を
願
い
、
日
本
の
各
地
で
と

り
く
ま
れ
て
い
る
国
民
平
和
大
行
進

が
２
日
、
豊
田
市
駅
前
で
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
は
広
島
と
長
崎
で
、

８
月
上
旬
に
到
着
し
ま
す
。 

 

事
前
の
豊
田
市
駅
前
集
会
で
は
、

平
和
を
願
っ
て
折
ら
れ
た
折
り
鶴

（
左
写
真
）
の
紹
介
や
、
各
団
体
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
愛
知
県
原
水
協
（
原
水
爆
禁
止

協
議
会
）
の
大
村
よ
し
の
り
代
表
理

事
や
、
豊
田
み
よ
し
原
水
協
、
年
金

者
組
合
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
民
主

商
工
会
、
緑
の
党
、
日
本
共
産
党
か

民
青
同
盟
（
日
本
民
主
青
年
同

盟
）
が
５
月
２
８
日
、
学
生
む
け
に

食
料
支
援
の
活
動
を
豊
田
市
貝
津
町

内
で
行
い
ま
し
た
。（
下
写
真
） 

事
前
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

案
内
チ
ラ
シ
を
見
て
、
学
生
２
６
人

が
来
場
。「
こ
ん
な
に
あ
る
ん
だ
！
」

と
米
や
麺
類
、
飲
み
物
な
ど
を
選
ん

で
い
き
ま
し
た
。
食
料
品
値
上
げ
な

ど
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、

２
１
人
が
回
答
し
ま
し
た
。 

学
生
む
け
食
料
支
援
を
実
施 

 

 
 
 
 
 

豊
田
市
内
で
民
青
同
盟 

根
康
浩
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
、
自
治
体
と
の
協
同

も
多
く
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

根本みはる市議も参加 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員 

本
多
の
ぶ
ひ
ろ
党
市
事
務
局
長 
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